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《文部科学省コミュニティ・スクール関連サイト》

問い合わせ　学校教育課　☎22ー3390

令和４年度から阿南市立小中学校で コミュニティ・スクールがスタート!

コミュニティ・スクール　４つの“いいこと”

学校運営協議会制度

　コミュニティ・スクールとは、学校・保護者・地域が一体
となり、「地域総がかり」で未来を担う子どもたちの豊か
な成長を支えていくための仕組みです。
  各学校ごとに設置する学校運営協議会（地域住民・保
護者の代表の方などで構成）では、学校運営の基本方針
を共有し、学校運営や子どもたちに必要な支援について、
プラス思考・未来志向の話し合い（熟議）を行います。地
域住民や保護者の皆さんの声を学校運営に反映させる
ことにより、「地域と共にある学校」づくりを推進します。

○校長が作成する学校運営の基本方針を承認する。
○�学校運営について、教育委員会または校長に意見を
述べることができる。
○�教職員の任用について、教育委員会規則で定める事
項※について、教育委員会に意見を述べることができ
る。
※�阿南市学校運営協議会規則において、「特定の個人に
関するものを除く」と定めています。

コミュニティ・スクールとは？ 学校運営協議会　３つの“役割”
～地教行法第47条の5～

コミュニティ・スクール
https://www.mext.go.jp/a_menu/
shotou/community/

学校と地域でつくる学びの未来
https://manabi-mirai.mext.go.jp/
index.html

地域の多くの“ひと・もの・こと”との関わりに
より、学びや体験活動が充実するとともに、
自己肯定感やふるさとを愛する心が育ち、地
域や社会の担い手としての自覚が高まりま
す。

地域の理解と協力を得ることにより、多様な
教育活動がスムーズに展開できるとともに、
子どもと向き合う時間の確保が図れます。

地域の中で子どもたちが育てられている・守
られているという安心感が生まれるととも
に、地域住民とのネットワークを広げること
ができます。

子どもたちとの関わりの中でやりがいや喜
びを味わうことができるとともに、学校の教
育活動を地域コミュニティの活性化につな
げていくことができます。

子どもたちにとって 保護者にとって

学校・教員にとって 地域住民にとって




